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吐水口空間

各衛生器具の吐水口空間を確保する

7d以下
6dを超え 7dを超え

るもの

近接壁 1面の場合

吐水口空間

6d以下るもの
5dを超え3dを超え

5d以下

壁からの離れ

近接壁の影響がある場合

4d以下

壁からの離れ

近接壁2面の場合

4dを超え

1.7d'+53.0d' 2.0d'+51.7d'+52.0d'+5 3.5d'

1.7d'+5

近接壁の影響がない場合

空間を吐水口空間とする ｡

※空気調和･衛生工学会規格:給排水設備基準

注2) 吐水口断面が長方形の場合は長辺をdとする｡

注1)d:吐水口の内径(mm)､d':有効開口の内径(mm)

注3) あふれ縁より少しでも高い壁がある場合は近接壁とみなし ､近接壁1面､2面の場合の数値による｡

注4) 吐水口端面があふれ面に対し平行でない場合は ､吐水口端の最下端と衛生器具･水受容器のあふれ縁との

3.0d'

(HASS206-1982)､(昭 57)

3d以下

衛生器具廻り要領図(吐水口空間)

6.火気使用設備の位置及び構造は火災予防条例の規定によるものとする

7.給水装置の構造及び材質は水道法施行令第 5条によるものとする。

8.排水設備の構造及び設置は下水道法施行令第 8条によるものとする。

1.
.
建築設備の構造方法はH12 告示1388 号に適合するものとする。

11.排水トラップの構造は告示1597号第2号第三号に適合するものとする｡

1:受水槽は､建設省告示昭和50年第1597号

雨水､清掃時の洗浄水が溜まらない様に

マンホールはボールタップ等の保守点検を容易に行える個所に設ける

1／100程度の勾配をつけることが望ましい

吐水口空間

オーバーフロー管の断面積以上のこと
大気に開口している面積は

オーバーフロー管

マンホール(カギ付)
通気笠

10cm程度

フレキシブルジョイント

金網(防虫網)

流入口端

オーバーフロー管下端

給水管

水抜管

底面より少し上から取出す

トラップを付けて排水管へ接続する給水管

間接排水管の排水口空間は､150mmとする｡

排水口空間

勾配をつける

排水口空間

給水管下端
排水口空間

(HASS206-1982)､(昭57)

受水槽

a

c

a

※空気調和 ･衛生工学会規格:給排水設備基準

a,c≧60cm 

受水槽スペース参考図 S=N.S.

2:天板まで満水試験を行う事｡

9.消火用補給水槽の構造方法は告示 1389 号に適合するものとする。

FDmm

(隠蔽部)(隠蔽部)

ダクト( 断熱有)の場合

グラスウール

ロックウール

FD1.6mm

ダクト( 断熱無)の場合

ダクトの防火区画貫通処理要領図

H12告示1376号に準する｡

昭 48告2565号

ロックウール

ガラリ廻リ要領図

2.特記なきダクトは亜鉛鉄板製とする｡

4.ダクトの区画貫通部は 1.6mm 以上の鋼板製とする｡

5.火気使用の排気ダクトは全て RW50t 巻きとする｡

3.機器･制気口 BOX ｡

10.各衛生器具はトラップ付とし､位置は平面図による｡

受水タンク廻り配管参考図

消火栓(補助散水栓 ) ボックス廻り要領図

RC 部

H=100
巾木

姿　　図

耐火ボード

耐火ボード 垂れ壁部分
RCの場合あり

LGS

前面 LGS､背面RC

FL

ボード

函体:焼付塗装指定色

衛生設備工事 (手摺補強共)

*( )寸法は消火器ボックス併設時の寸法
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共通事項

受水槽

a

a

a

a

同改正昭和62年第1924号適合品とする事｡

認定番号使用材料

大臣認定番号表

対象機材

ﾏﾝﾎｰﾙ600φ

汚水槽

釜場

LWL

HWL

勾配

ﾏﾝﾎｰﾙ600φ

通気管 排水管

基礎梁成は構造図による

スラブ厚は構造図による

冷媒用被覆銅管用区画貫通処理材(床) 冷媒配管

冷媒用被覆銅管用区画貫通処理材(RC壁) 冷媒配管

冷媒用被覆銅管用区画貫通処理材(中空壁) 冷媒配管

1.6

特記なき､防火区画を貫通する配管は全て上記の処理を施す事

配管の防火区画貫通処理要領図

グラスウール

RW

RW

モルタル穴埋処理

(又はRW)

壁

RC RC

軽量間仕切壁 断熱　有( 軽量間仕切壁) (断熱　無し)

モルタル穴埋処理

▽SL (又はRW)

ｹｰﾌﾞﾙ･鋼製電線管区画貫通処理材(床 )

ｹｰﾌﾞﾙ･電線管区画貫通処理材(RC壁 )

ｹｰﾌﾞﾙ･電線管区画貫通処理材(中空壁)

ケーブル･鋼製電線管

ケーブル･電線管

ケーブル･電線管

スイッチボックス取付(中空壁) スイッチボックス取付

耐火二層管 (壁)

耐火二層管 (床)

排水管･通気管

排水管･通気管

注記:左表記載の使用機材区画貫通部においては､ 材料に適合した区画貫通処理を行う

　　 ただし､使用材料については同等品の使用を認める｡

耐火二層管 (中空壁) 排水管･通気管

注記:消火栓箱は消火器併設型とする｡

12.給排水設備は施行令129条2の5及び告示S50建告1597号に準ずるものとする｡

建築設備の耐震性等について

※

※

※

※

b

  b≧100cm 

硬質塩化ビニル管(壁)

硬質塩化ビニル管(中空壁)

排水管･通気管

排水管･通気管

点検口

防虫網

パッキン

勾配を付ける

13.飲料水とその他の配管が識別できるようラベリングをすること。

DVLP防火区画貫通（壁）

DVLP防火区画貫通（床）

排水管

排水管

14.汚水槽の構造はビルの新築に伴う地下排水槽（ビルピット）設計の手引（東京都ビルピット問題連絡協議会）

　　に適合する。

15.屋上部の通気口の開放部は近接する各開放部（水平に3m以内）から600mm以上高い位置に設置とする。






